
（様式１）

資料６

備
考

1 山口県建設業協会 ○高校生の現場見学会
主催　山口県
共催　山口県建設業協会
　　　山口県建築協会

　山口県土木建築部と連携して、若
年者、保護者、ＰＴＡ、女性技術者
等を対象にした建設現場の見学会を
実施。

5月～9月 県内全域 ● ● ● 271人
　参加対象を保護者や女性
まで拡大したが、参加者の
確保が困難である。

継続

時期：5月～９月
場所：国道490号道路改良工事など延べ14ヶ所
対象：高校生
人数：約270人

2 山口県建設業協会 インターンシップ
共催　山口県建設業協会
　　山口県測量設計業協会

　会員企業及び山口県測量設計業協
会と連携して、若年者を対象にした
インターンシップ（現場実習）を実
施。

8月～2月 県東部 ● 78人
コロナ影響により、実施予
定5校中1校が中止となっ
た。

継続 例年通り実施予定

3 山口県建設業協会 協会広報誌の発行 単独

　地元の建設企業が行うボランティ
アや災害復旧等の社会貢献活動を中
心とした一般向けの建設業イメージ
アップ広報誌「Pillar（ピラー）」を
作成し、高校生現場見学会や地域Ｐ
Ｒイベント等で広く配布。

1月 県内全域 ● ● 2,500部
　内容の選定に苦慮してい
る

継続 例年通り実施予定

4 山口県建設業協会
高校生に対する資格取得支
援（建設業経理事務士）

単独

　高校生に対し、建設企業への就職
に有利な建設業経理事務士の資格取
得を支援することで入職率のアップ
を目指す。

8月～12月 下関市 ● 43人
コロナ影響により、実施予
定2校中1校が中止となり、
継続が危ぶまれる。

継続 例年通り実施予定

5 山口県建築協会 ○高校生の現場見学会
主催　山口県
共催　山口県建設業協会
　　　山口県建築協会

　県内の建築関係高等学校生徒を対
象とした現場見学会。山口県土木建
築部建築指導課との共催で、建築系
高校生の建築現場見学会を行う。
（下関工科、萩商工、岩国工業、柳
井商工）

5月～6月

・県立山口南総
合支援学校産業
科棟新築工事
・美祢市新本庁
舎建築工事

●
４校

約120人
継続

時期：5月～6月
場所：県立大、防府市庁舎
対象：高校生
人数：約120人

6 山口県建築協会
△出前授業「建設ゼミナー
ル」

主催　山口県

　県内の建築関係高等学校生徒を対
象とした建築特別授業。山口県土木
建築部監理課との共催で、建築を学
ぶ高校生に対し、建設産業の担い手
確保を目的とした特別授業を行う。

10月～11月
下関工科、柳井
商工、萩商工の
県内３高校

●
３校

約50人

　工業高校の統廃合によ
り、H31から対象高校が３
校に減少した。
また、県央部に建築系学科
がなく地域バランスを欠
く。
　なお、４年度は講師のコ
ロナ感染により1校が中止さ
れた。

継続

時期：6月～３月
場所：実施学校
対象者：小学生、中学生、高校・高専生
人数：未定

7 山口県建築協会
「建築企業ガイドブック」
の発行

単独

会員及び協賛企業からなる県内企業
１２5社を掲載した企業ガイドブッ
クを作成、県立工業系高校等の建築
コース学生へ配布。

６月～11月

下関工科、萩商
工、柳井商工の
建築コースなど
の２年生。山口
大学及び高等専
門学校の建築
コース学生等。
UJIターン相談窓
口での配布。

● ● ● ● １２００部

掲載希望企業の協力により
無料配布が実現。
配布先の担当教員との協力
態勢が必要。

継続 昨年度同規模で１１月に配布予定

8
やまぐち建設２１の
会

△出前授業「建設ゼミナー
ル」

主催　山口県

　県内で土木建築を学ぶ小中高校生
を対象に、建設業の仕事内容や魅
力、地域社会における建設業の必要
性等を伝える。特に急速に変化のあ
るワークスタイルの発信、新3K。

７月～２月

岩国工業高校
阿知須中学校
徳山工業専門学
校
山口農業高校
阿東中
平田中
田布施農工高校

● ●
7校

約300名

【課題】進路希望者の県外
大手への流出傾向
【提案】入職間口拡大。実
業高校以外の普通高校や小
中学校への建設業への魅力
発信を継続

継続

時期：6月～３月
場所：実施学校
対象者：小学生、中学生、高校・高専生
人数：未定

令和４年度　建設産業の担い手確保・育成事業　実績
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9
やまぐち建設２１の
会

★山口県建設産業魅力発見
フェア

主催　山口県
共催　山口県地域を支える建
設産業担い手確保・育成協議
会

　現場の魅力を肌で感じてもらい、
建設産業のイメージアップとものづ
くりへの関心を深めてもらい、体験
コーナーを通じて地域を支える建設
産業の役割や重要性を伝える
　※R4は、情報化施工（マシンコン
トロールバックホウ、ドローン）の
デモ体験

6月7日
山口きらら博記
念公園

● 約200名

【課題】短い時間で、大勢
の生徒に建設業の魅力をど
うやって伝えるか
【提案】高校生にとって、
今回のような現場体験を通
じた魅力発信は効果がある
と感じたので継続していき
たい

継続

時期：6月6日
場所：山口きらら博記念公園
対象：高校・高専生
人数：R4と同程度を予定

10
やまぐち建設２１の
会

親子工事現場見学・体験会

主催　山口県
共催　山口河川国道事務所、
山口県建設業協会、やまぐち
建設21の会

　建設産業に触れる機会の少ない小
中学生とその保護者を対象に、建設
産業への理解と関心を深めてもらう
ための現場体験会を実施。

3月19日 防府市 ● ● 約60人

この度は国土交通省様の現
場での開催でした。県担当
者様のご尽力で国土交通省
様の全面的な協力を取り付
けていただけました。それ
ぞれの御担当様異動があ
り、継続の場合、再度調整
をお願い致します。

継続
・R5年度実施の時期：未定
・場所：未定
・対象者、人数：現場環境、体験内容に基づく

11 山口県鳶工業連合会 とび技能検定事前検討会 主催　山口県鳶工業連合会 ・学科検定試験の過去問題の検討会 6月19日

宇部市楠総合セ
ンター（学科）

技能検定実技試
験会場（実技）

● ● ● 28人

　とび技能検定への受験者
数は、中国地域では最多の
状態で推移しており、継続
の要望が多いことから継続
実施の予定

継続
６月１９日、参加者２８名、【学科】宇部市楠総合センターにて開催、
【実技】山鳶連技能検定実技試験会場にて開催

12 山口県鳶工業連合会
★山口県建設産業魅力発見
フェア

主催　山口県
共催　山口県地域を支える建
設産業担い手確保・育成協議
会

・火消鳶の歴史、伝統文化の展示
・次世代足場の展示及び昇降体験

6月7日
山口きらら博記
念公園

●

高校5校155人
企業28社（うち
県市２団体）

体験エリア９団
体等

　高校生の就職への参考に
なり、高評価を得たと実感
出来たので継続実施の予定

継続

時期：6月７日
場所：山口きらら博記念公園
対象：高校・高専生
人数：R３と同程度を予定

13 山口県鳶工業連合会 ものづくり体験フェア
主催　山口県地域技能振興
コーナー（山口県職業能力開
発協会）

・火消鳶の歴史文化の展示
・ロープ加工体験教室の実施

【新型コロ
ナウイルス
感染症拡大
防止対策の
ため中止】

● ● ●
　体験内容を小中学生向け
に省略してみたが、来場者
数が少なかった

見直し 鳶職の魅力としての発信が出来ていないので、検討中

14 山口県鳶工業連合会
県内進学・仕事魅力発信
フェアinやまぐち

主催　（一社）山口県専修学
校各種学校協会、山口県私立
大学協会、大学リーグやまぐ
ち、山口県総務部学事文書
課、山口県教育庁高校教育課

・県内の高校生を対象に、建設業専
門工事職種の「とび」を紹介

【新型コロ
ナウイルス
感染症拡大
防止対策の
ため中止】

● ● ● ●

県内の高校生が約１６００
人来場しますが、進学率が
高く就職への関心を持って
もらう事が必要で、更にそ
の中から建設業を選択、専
門工事業を選択してもらえ
る工夫が必要

継続 新型コロナウィルス感染拡大防止対策により実施の可否が判断されます

15
山口県鉄筋工業
協同組合

ものづくり体験フェア
主催　山口県地域技能振興
コーナー（山口県職業能力開
発協会）

・鉄筋組立作業体験（ハッカーと結
束線を使って、結束作業を体験す
る）・職人によるデモンストレー
ション・一般者に向けた技能振興

【新型コロ
ナウイルス
感染症拡大
防止対策の
ため中止】

山口県維新百年
記念公園

● 140人 継続 現在、開催未定の為分かりません。

16
山口県鉄筋工業
協同組合

若年者育成支援　技能大会 主催　全国鉄筋工事業協会
・鉄筋組立作業１級者による技術向
上の為の大会

7月24日
静岡県富士教育
訓練センター

● 29人 継続 開催時期未定ですが、継続の予定

17
山口県鉄筋工業
協同組合

★山口県建設産業魅力発見
フェア

主催　山口県
共催　山口県地域を支える建
設産業担い手確保・育成協議
会

鉄筋結束、曲げ加工、階段の昇降、
圧接体験。鉄筋業の1日ＤＶＤ放映

6月7日
山口きらら博記
念公園

● ● ● 継続

時期：6月第一火曜日
場所：山口きらら博記念公園
対象：高校・高専生他
人数：R4と同程度を予定

18
徳山工業高等専門学
校
土木建築工学科

工高・高専建設系学科連携
学習会

主催：徳山高専、徳山商工高
校
共催：（一社）山口県建設業
協会
後援：山口県地域を支える建
設産業担い手確保・育成協議
会、周南市、山口県工業教育
研究会

　本学習会は、県内の建設系学科で
学ぶ生徒・学生を対象とし、2日間
で公共工事における積算方法を演習
形式で学び、現場見学会も開催す
る。

【新型コロ
ナウイルス
感染症拡大
防止対策の
ため中止】

徳山高専 ● 中止
各校の学校行事を勘案した
時期見計らいが最大の壁と
なっている

継続 令和5年度は開催に向けて日程調整中
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19
徳山工業高等専門学
校
土木建築工学科

「しゅうニャン橋守隊
（CATS-B）」による猫の
手メンテナンス活動

共催（しゅうニャン橋守隊）
後援　土木学会，インフラメ
ンテナンス国民会議など

　猫のように気ままに不定期に集
い、インフラに関する簡単な座学と
市内の身近な橋梁の清掃や簡易点検
活動を行うことを主な活動内容とし
ており、建設の重要性や現状を広報
しながら、日常生活の延長上で実施
できるメンテナンスを体験型のボラ
ンティア活動として市民に提供す
る。
　また、本活動とともに地域向けの
イベントへの出展や企画運営を通
じ、インフラメンテナンスに対する
理解促進と将来を担う学生や子供に
対する意識付けを行う。

不定期 周南地域の橋梁 ● ● ● ● ● ● ● ● のべ150人
　令和4年度は橋守活動3回
（4 月，8月，11月）、現
場見学会1回を実施。

継続

不定期にて年3回程度、周南地域の橋梁にて実施予定。人数は20～30人程
度/回。併せて、市民・学生向けの現場見学会や地域のイベントでのブー
ス出展も行う。
R5.5/3つつじ・ゆめ風車まつりにブース出展済（インフラメンテナンス国
民会議と連携）

20
徳山工業高等専門学
校
土木建築工学科

現場100回プロジェクト 単独

「現場100回」の理念に基づき、産
官学が連携しながら少人数（数名程
度）の気軽な現場見学を数多く実施
し、これらの学生からの波及効果に
期待した学生全体のキャリア意識と
専門的好奇心を増進させる。

通年
県内外の建設現
場・工場など

● ● ● ● のべ134人

令和4年度は16回実施し、
のべ134名の高専本科生、
専攻科生、中学生が参加し
た。うち女子学生は87名。
見学先の確保が課題。

継続
R5年度はすでに2回実施。2件の見学会を企画中。
年間10～15回の開催を目標とする。

21
徳山工業高等専門学
校
土木建築工学科

令和4年度　第1回オープン
キャンパス

単独

　コロナ対策の一環として午前/午
後の二部構成とし、事前申し込み形
式で実施。土木建築工学科では、橋
梁模型、材料実験、建築模型、プロ
ダクトデザイン、保護者向け座談会
の5つを実施。

8月 徳山高専 ● ● 中学生240名

中学生の進路決定時期、近
隣学校のオープンスクール
を鑑みた実施時期の見極め
が難しい。

継続 6月、8月、10月に実施予定。コロナ以前と同様の対面形式で実施する。

22
徳山工業高等専門学
校
土木建築工学科

令和3年度　第2回オープン
キャンパス

単独

　コロナ対策の一環として午前/午
後の二部構成とし、事前申し込み形
式で実施。土木建築工学科では、橋
梁模型、材料実験、建築模型、保護
者向け座談会の４つを実施。

11月 徳山高専 ● ● 中学生240名

中学生の進路決定時期、近
隣学校のオープンスクール
を鑑みた実施時期の見極め
が難しい。

継続 6月、8月、10月に実施予定。コロナ以前と同様の対面形式で実施する。

23
徳山工業高等専門学
校
土木建築工学科

令和４年度「専門家と連携
した防災出前授業」

共催（山口県教育庁）

　令和4年度は、土木建築工学科の
教員が県内の小中学校6校へ出向
き、「地震」「豪雨」「土砂災害」
などの自然災害のメカニズムと災害
時の避難活動について、簡単な模型
実験や講義による出前授業を実施し
た。

通年 県内の小中学校 ● ● 790人

対象学年に応じた授業展開
が難しい。小中学校の行事
予定を鑑みた時期見計らい
が最大の課題。

継続
現在、県内の小中学校に照会中。昨年と同様の形式・規模を予定してい
る。

24
徳山工業高等専門学
校
土木建築工学科

「けんせつ小町に会お
う！」
工事現場見学会＆座談会

主催　山口県
共催　中国地方整備局山口河
川国道事務所、山口県建設業
協会

木与防災トンネル事業の現場見学お
よびけんせつ小町との座談会を実
施。

8月19日
木与防災トンネ
ル

● ● 女子高専生13名

少し遠出するくらいの現場
が良い。情報電子工学科の
女子学生も参加し、1年生1
名が土木建築工学科に転科
した。時間に追われるスケ
ジュールを要改善。もっと
ゆっくり見たかった＆話し
たかったとの意見多数。

継続 8月開催にて県・徳山商工高校と調整中。現場見学と座談会を予定。
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25
徳山工業高等専門学
校
土木建築工学科

令和4年度 地域生涯学習プ
ラットフォーム（出前授
業）

単独

令和2年度から本校では地域生涯プ
ラットフォームと冠した出前授業や
公開講座などの取り組みを組織的に
始めている。

依頼なし ● ● 令和４年度の依頼なし 継続
年間２回程度を想定。昨年と同様のテーマ、規模で実施予定。小中学校や
地域からの依頼があれば全て対応する。令和5年度は現時点で2件の依頼あ
り。

26 山口しごとセンター
ふるさと山口企業合同就職
フェア

　若者と企業との出会いの場を提供
するため、県内企業合同で開催する
就職説明会。
「面接」ではなく、「面談」という
位置づけで、企業の人事担当者の話
を聴きながら企業の特徴や魅力につ
いて質問等を行い、ミスマッチ解消
に繋げるイベント。
対面とWEBとのハイブリットで開
催。

4月～2月 県内各地 ● ● ● ● ● 2532人
大学生等について、対面イ
ベントへの参加が年々減少
している

継続

【対面】
4,5月：3回（大学生等、一般対象）
6月：4回（高校生、保護者対象）
7月：2回（大学生等、一般対象）
8月：1回（大学生等、一般対象）
10月：1回（高校生、保護者対象）
1月：1回（大学生等、一般対象）
【WEB就職フェア】
6月～2月：各1回（大学生等、一般対象）

27 山口しごとセンター
ふるさと山口就職ガイダン
ス

　卒業を次年度に控え就職活動がこ
れから本格化していく段階の大学３
年生や短大１年生等に対し山口県内
の幅広い業界研究の機会を提供。

11月、2月 山口市 ● ● ● 1084人
大学生等について、対面イ
ベントへの参加が年々減少
している

継続 実施時期未定

28 山口しごとセンター 職場定着支援セミナー

　卒業後３年以内の離職率が高水準
で移行している状況を受け、内定か
ら就職後３年目まで、各段階に応じ
たセミナーを実施し、若者の職場定
着を支援

7月～3月 県内各地 ● 492人 全業種の企業対象 継続

7月：3回（入社2年目対象）90人
9月：5回（入社半年）150人
2月：2回（入社3年目）60人
3月：4回（内定者）120人

29 山口しごとセンター 人事担当者セミナー

　企業の人事・採用担当者を対象
に、早期離職防止を念頭に置いた
テーマ別のセミナーを実施
① オンライン説明会における自社
の魅力発信、② オンラインでの面
接、内定フォロー、③メンター（ラ
インマネージャー）の関わり方

6月～11月 山口市 ● 30人 全業種の企業対象 継続 8月：1回（人事担当者対象）30人

30 山口しごとセンター 県内企業の動画紹介ページ
県内企業の事業概要や求める人材な
どを動画で発信するページを作成。
県内外の学生等に発信。

通年 オンライン ● ● ● ● ● ●

31 山口県土木建築部
△出前授業「建設ゼミナー
ル」

主催　山口県

　建設系学科の生徒を対象に、建設
産業の社会的役割や仕事の魅力を伝
えるセミナー。講師は、やまぐち建
設21の会、山口県建築協会が派遣。

6月～12月 実施学校 ● ● ●
中学校、高校、
高等専門学校
9校約270人

継続

時期：6月～３月
場所：実施学校
対象者：小学生、中学生、高校・高専生
人数：未定
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32 山口県土木建築部 建設業新規入職者合同研修

主催：山口県
共催：（一社）山口県建設業
協会、山口県鉄筋工業協同組
合、山口県鳶工業連合会

若年就業者の定着促進を目的として
実施。
１日目：県実施
２日目：山口県建設業協会実施

4月7日
4月15日

山口県セミナー
パーク

●
 7日　44人
15日　35人 見直し

時期：4月7日
場所：山口県セミナーパーク
対象者：若手就業者
人数：48名
※2日目実施困難につき1日目のみ実施。

33 山口県土木建築部 キャリアアップセミナー
共催：山口労働局
　　　山口県

若年就業者の早期離職を防止するた
め、入職２・３年目の職員を対象に
実施。

8月2日
8月3日
2月2日
2月3日

海峡メッセ下関
ルルサス防府
宇部総合庁舎
ほしらんどくだまつ

● 52人(16社) 継続 未定

34 山口県土木建築部 やまぐちけんせつ新聞 単独

　建設産業に触れる機会の少ない小
中学生に、建設産業への理解と関心
を深めてもらうため、建設業をテー
マにした新聞を年１回発行

1月 県内 ●

県内の小4～中3
約6万7千人及び
各市町公民館等

に配布

継続
時期：1月発行予定
対象：小中学生

35 山口県土木建築部
facebook・Instagram「やま
ぐちの土木建築」の運営

単独
　建設産業に対する理解の促進と若
年者の入職促進を図るため、山口県
土木建築部の取組を発信

通年度 県内及び全国 ● － 継続
時期：通年
対象：一般その他

36 山口県土木建築部 ○高校生の現場見学会
主催　山口県
共催　山口県建設業協会
　　　山口県建築協会

　高校生とその保護者に建設産業の
社会的役割やものづくりに理解と関
心を深めてもらうため。実施。山口
県建設業協会、建築協会と共催。
　No.1、５と同じ。

5月～9月

国道437号（大島
大橋）橋梁補修
工事、山口県立
山口南総合支援
学校産業科棟新
築工事ほか

●
全11回

工業高校生
約290人

継続

時期：5月～９月
場所：国道437号（大島大橋）橋梁補修工事、山口県立大学１号館等新築
工事など11ヶ所
対象：高校・高専生
人数：約340人

37 山口県土木建築部
★山口県建設産業魅力発見
フェア

主催　山口県
共催　山口県地域を支える建
設産業担い手確保・育成協議
会

　高校生が対象。
　技術・技能体験エリアと建設企業
交流エリアに分けて実施。
　No.９，12、17と同じ。

6月7日
山口きらら博記
念公園

● ●

高校7校217人
企業33社（他
県市2団体）

体験エリア10団
体等

見直し

時期：6月6日
場所：山口きらら博記念公園
対象：中高生・高専生等
人数：約400人（予定）

38 山口県土木建築部 建設企業合同説明会

主催　山口県
共催　山口県地域を支える建
設産業担い手確保・育成協議
会

　地元建設企業と求職者等の出会い
の場となる会社説明会を、県内の各
ハローワーク、ポリテクセンター山
口及び高校で巡回開催

6月～2月

各ハローワー
ク、ポリテクセ
ンター山口、岩
国工業高校、田
布施農工高校、
山口農業高校

● ● ● ●
全11回

企業60社
参加者149人

　ハローワーク会場の求職
者の参加者数が少ない。労
働局と連携して参加の促進
を図りたい。

継続 未定

39 山口県土木建築部 建設企業個別訪問 単独

　企業サポーターが求人活動を行う
建設企業を個別訪問して、職場の魅
力アピール手法、採用面接手法など
求人に必要な知識の習得を支援

通年度 県内 ● 513社訪問 継続
時期：通年
対象：建設企業

40 山口県土木建築部
けんせつ小町に会おう！工
事現場見学会と座談会

主催　山口県
共催　国土交通省中国地方整
備局山陰西部国道事務所、山
口県建設業協会

　女子学生等を対象に現場見学会及
びけんせつ小町の方々との座談会を
実施。

8月19日

一般国道191号木
与防災トンネ
ル、阿武町町民
センター

●

徳山商工生29名
萩商工生１名

徳山高専生12名
けんせつ小町17

名

工事現場見学会場の選定 継続

時期：8月予定
場所：未定
対象：高校・高専生（女子学生）
人数：未定

41 山口県土木建築部 親子現場見学・体験会

主催　山口県
共催　国土交通省中国地方整
備局山口河川国道事務所、山
口県建設業協会、やまぐち建
設21の会

　建設産業に触れる機会の少ない小
中学生とその保護者を対象に、建設
産業への理解と関心を深めてもらう
ための現場見学会と体験会を実施。

7月29日
3月19日

美祢市（一般国
道490号雲雀山ト
ンネル工事現場
他）
防府市（佐波川
工事現場）

● ●
30人
69人

継続

時期：7月予定
場所：未定
対象：小中学生等
人数：未定
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42 山口県土木建築部
建設工事従事者の安全及び
健康の確保

主催　山口県

　建設職人基本法に基づき、安全及
び健康に関する意識啓発を目的と
し、現場調査、ポスターの作成等を
実施

11月 県内全域 ● ● － 継続 未定

43 山口県土木建築部 建設DX加速化事業 主催　山口県

・３次元モデルの活用促進
・i-construction（ICT活用工事等）
の推進
・現場管理のリモート化の推進
・ICT活用に取り組む県内建設企業
の支援

通年 － ● ー 見直し
時期：通年
対象：建設企業等

44
山口県
建設技術センター

出前講座 単独

　土木工学を学ぶ高校生に対し、
「公共事業と公務員技術者」をテー
マに公共事業の必要性や公務員技術
者及び建設業従事者の業務に関する
講座を実施

6月  7日
6月16日

岩国工業高等学
校
徳山商工高等学
校

● 51人 継続
岩国工業高等学校、徳山商工高等学校、田布施農工高等学校、山口農業高
等学校で実施予定

45

山口県立西部高等
産業技術学校
・木造建築科
・電気工事・設備科
・ｴｸｽﾃﾘｱ・造園科
・空調・設備施工科
・内装リフォーム科

オープンキャンパス 単独

　高校生等に対して、訓練環境や訓
練実施風景の紹介及びものづくり体
験を通して技能の大切さ・楽しさへ
の理解を深めることにより、本校へ
の入校促進を図る。

 7月24日
10月16日
12月17日

西部高等
産業技術学校

● ● ● ● ● ● 100人

　新規学卒者の就職率や有
効求人倍率の高止まりによ
り参加者の減少が危惧され
る。早い時期からのものづ
くりへの動機付けが必要。

継続

実施時期
 7月23日
10月15日
12月17日

その他はR4年度と同じ

46

山口県立西部高等
産業技術学校
・木造建築科
・電気工事・設備科
・ｴｸｽﾃﾘｱ・造園科
・空調・設備施工科
・内装リフォーム科

見学・体験フェア 単独

　求職者等に対して、訓練環境や訓
練実施風景の紹介及び簡単なものづ
くり体験を通して技能の大切さ・楽
しさへの理解を深めることにより、
本校への入校促進を図る。

 7月26日
　～

 8月25日

10月18日
　～

11月 2日

12月20日
　～

 1月18日

西部高等
産業技術学校

● ● ● ● ● ● 100人

　新規学卒者の就職率や有
効求人倍率の高止まりによ
り参加者の減少が危惧され
る。早い時期からのものづ
くりへの動機付けが必要。

継続

実施時期
 7月25日～ 8月23日
10月17日～10月31日
12月19日～ 1月16日

その他はR4年度と同じ

47

独立行政法人高齢・
障害・求職者支援機
構
ポリテクセンター山
口

離職者訓練
（住環境コーディネート科）

単独

離職された方が早期再就職するため
に必要な基礎的な技能・知識や応用
性を加味した技能・知識を習得でき
るよう、標準６か月の職業訓練を実
施。

6か月
ポリテクセン
ター
山口

●
72人

（18人×
　4回）

高齢受講者へのきめ細かな
就職支援が必要となってい
る。

継続
定員充足が8割を超えていること並びに就職率が概ね8割であることに鑑
み、計画規模は継続としている。

48

独立行政法人高齢・
障害・求職者支援機
構
ポリテクセンター山
口

在職者訓練
（居住系コース）

単独

企業の現場で働く在職者が抱える課
題解決のため、生産性の向上や業務
の改善等に必要な専門的知識及び技
能・技術を習得する職業訓練を実
施。

各コース
2日間

ポリテクセン
ター
山口

● ● ●
延べ138名

（10コース）
継続

令和４年度は、当初計画の延べ120名9コースの実施に加え、オーダーメイ
ド型のコースが1コース追加実施となった状況に鑑み、計画規模（現時点
では延べ130名の10コースを設定）は継続としている。

49 山口労働局

トライアル雇用助成金
「若年・女性建設労働者向
けトライアル雇用助成コー
ス」

単独

　建設業務の経験不足などから就職
に不安のある若年者（３５歳未満）
や女性を対象として、中小建設企業
がトライアル雇用を行った場合に、
現行のトライアル雇用奨励金に４万
円上乗せを行う助成制度

通年 ●

令和4年度トライアル雇用助
成金支給実績60件。うち若
年・女性建設労働者向けト
ライアル雇用コースは5件で
あった。

継続 通年実施

6



（様式１）

資料６

備
考

No. 機関・団体の名称 事業名
実施体制（主催、共催、単独

など）
事業内容 実施時期 場所

対象者

小
中
学
生
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50 山口労働局
ハローワークにおける建設
分野への就職促進

単独
（企業説明会　主催：県）

　各ハローワークにおいて、建設関
係職種の未充足求人のフォローアッ
プ、求職者に対する求人情報の提
供、就職面接会、県と連携した企業
説明会などを体系的に実施。

通年 県下全域 ● ●

山口局管内の新規求職者数
は対前年度比で1.5%減少と
なった、建設関連職種の紹
介就職件数は、対前年度比
で4.4％の減少となった。
（新規求人数は6.9％増加と
なった）

継続 通年実施

51 山口労働局
人材確保対策推進事業の実
施

単独

　ハローワーク山口・ハローワーク
下関・ハローワーク宇部に人材確保
対策コーナーを設置し、医療、福
祉・建設・警備・運輸についての人
材確保対策を実施。取組内容は、未
充足求人へのフォローアップ、求職
者に対する求人情報の提供、担当者
制によるきめ細かな職業相談・職業
紹介、就職面接会、企業説明会を実
施。

通年

ハローワーク山
口・ハローワー
ク下関・ハロー
ワーク宇部

● ●

ハローワーク山口
企業説明会2回実施した。
ハローワーク下関
企業説明会2回
ハローワーク宇部
企業説明会4回実施した。

継続
通年実施
（企業説明会等の実施回数については、現在調整中）

52
国土交通省
中国地方整備局
山口河川国道事務所

学生の職場体験（インター
ンシップ）

単独
　大学生に山口河川国道事務所で２
週間の職場体験、現場見学会を実
施。

8月22日～
9月2日

防府市 ● １人 継続
●R5.8月～9月頃実施予定、場所：山口河川国道事務所、対象者は大学生、
高校生、人数は応募のため未定。

53
国土交通省
中国地方整備局
山口河川国道事務所

現場見学会（オンライン授
業）

単独

　建設系学科の高校生を対象とした
オンラインによる現場ＩＣＴ活用工
事の説明、工事説明、現場見学を開
催。

9月22 日
徳山商工高等学
校（オンライン
現場見学）

● １６人 継続
●現時点では実施の時期、場所、対象者、人数等現時点の予定は未定
（現場見学会は、現場の状況に合わせて適宜実施）

54
国土交通省
中国地方整備局
山口河川国道事務所

現場見学会 単独

   建設系学科高専生５名にBIM/CIM
を活用した工事現場において、３Ｄ
モデルの紹介と、３Ｄ測量体験、鉄
筋探査機による配筋状況の確認体験
を実施。

10月21日 柳井市 ● ５人 継続
●現時点では実施の時期、場所、対象者、人数等現時点の予定は未定
（現場見学会は、現場の状況に合わせて適宜実施）

55
国土交通省
中国地方整備局
山口河川国道事務所

除雪車ふれあい体験
除雪車出発式

単独
　幼稚園園児参加による
　除雪車ふれあい体験
　除雪出発式。

11月19日
11月22日

山口市
萩市

● 幼稚園児
山口市：園児15人
萩市　：園児22人

継続
●R5.11月頃実施予定、場所：山口市又は萩市、対象者：幼稚園児、人数は
未定

56
国土交通省
中国地方整備局
山口河川国道事務所

現場見学会
親子工事現場見学・体験会

主催　山口県
共催　山口県建設業協会
共催   やまぐち建設21の会
共催   山口河川国道事務所

建設産業に対する小中学生の理解と
関心を高めることを目的として、標
記工事現場見学・体験会を実施。

3月19日 防府市 ● ●
小中学生と

その保護者７４名 現場見学会場の選定 継続
●現時点では実施の時期、場所、対象者、人数等現時点の予定は未定
（現場見学会は、現場の状況に合わせて適宜実施）

57

国土交通省
中国地方整備局
山陰西部国道事務所
山口河川国道事務所

現場見学会（けんせつ小町
座談会）
（木与防災：木与第1トン
ネル）

主催：山口県
共催：山陰西部国道事務所
　　　山口河川国道事務所

萩商工、徳山商工、徳山高専の女子
学生を対象とした現場見学会を開
催。

8月19日 阿武町 ● 49名 現場見学会場の選定 継続
●現時点では実施の時期、場所、対象者、人数等現時点の予定は未定
（現場見学会は、現場の状況に合わせて適宜実施）

58
国土交通省
中国地方整備局
山陰西部国道事務所

現場見学会
（木与防災：木与第３トン
ネル）

単独
阿武小学校３・４年生を対象とした
現場見学会を開催。

8月23日 阿武町 ● 40人 継続
●現時点では実施の時期、場所、対象者、人数等現時点の予定は未定
（現場見学会は、現場の状況に合わせて適宜実施）

59
国土交通省
中国地方整備局
山陰西部国道事務所

インターンシップ
（山陰道、木与防災）

単独
山口大学３年生のインターンシップ
の一環として、山陰道の現場見学を
行った。

8月29日～9
月2日

下関市豊田町 ● 1名 継続
●現時点では実施の時期、場所、対象者、人数等現時点の予定は未定
（現場見学会は、現場の状況に合わせて適宜実施）
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60
国土交通省
中国地方整備局
山陰西部国道事務所

現場見学会
（木与防災：木与第1トン
ネル、遠根川橋）

単独
萩商工高校2年生を対象とした現場
見学会。

9月21日 阿武町 ● 15名 継続
●現時点では実施の時期、場所、対象者、人数等現時点の予定は未定
（現場見学会は、現場の状況に合わせて適宜実施）

61
国土交通省
中国地方整備局
山陰西部国道事務所

現場見学会
（俵山・豊田道路）

単独
山口大学の学生・院生を対象とした
現場見学会を開催。

10月2日 下関市豊田町 ● 17人 継続
●現時点では実施の時期、場所、対象者、人数等現時点の予定は未定
（現場見学会は、現場の状況に合わせて適宜実施）

62
国土交通省
中国地方整備局
山陰西部国道事務所

現場見学会
（木与防災：木与第３トン
ネル）

単独
阿武中学校3年生を対象とした現場
見学会を開催。

12月19日 阿武町 ● 20人 継続

●R5.4.10に山口大学の学生（1年生）を対象に現場見学会を実施。
●今後の予定については現時点では実施の時期、場所、対象者、人数等現
時点の予定は未定
（現場見学会は、現場の状況に合わせて適宜実施）

63 宇部市
「多様な働き方確保支援セ
ンター」の開設

就労相談、職業紹介を学校法
人YIC学院と吉南株式会社に
委託（建設に携わる場合は市
（企業立地推進課）が立ち会
う）。

　全ての産業を対象にワンストップ
で就労相談や無料職業紹介を行うと
ともに、相談者のニーズに応じた多
様な働き方を支援する。

通年 宇部市 ●

相談：325件
マッチング：23

人
（建設業は0人）

支援センター（JOBSTA)の
認知度の更なる向上。

継続 例年通り実施

64 宇部市 うべ企業情報ナビ 単独（商工振興課）

国や市の各種制度やセミナー・イベ
ント情報を掲載するとともに、登録
事業者は、自社のPRや求人情報を発
信できるほか、企業用マッチングサ
イト。
市内の事業所の企業情報をデータ
ベース化し、新たな連携先を求める
企業が必要とする情報を掲載して、
企業ニーズに合わせて検索をするこ
とができる。

通年 宇部市 ● ● ● ● ● ● ●
市内の事業
所

登録件数：324件
（建設業は55

件）
令和5年3月27日

現在

これまでの「ビジネスサイ
ト宇部」では事業者同士で
しか利用がなく、登録件数
の割にアクセス数が少な
かった。

継続
令和５年１月に企業情報の拡充を図るなど機能を追加し、サイトの構成を
刷新。事業者だけでなく若者を中心とした求職者に対して市内企業の情報
を発信し、市内企業の認知度向上を図っていく。

65 宇部市
ＵＩＪターン奨励助成の充
実（一般）

単独（移住定住推進課）

　宇部市へ移住定住する際の経済的
負担を軽減するため、定住の意思を
持つ移住者に対し、移住に要する経
費の助成を行います。

通年 宇部市 ●
宇部市に定
住の意志を
持つ移住者

Ｒ４年度
全体実績　56件

建設業の
専門人材は

0件
（加算なし）

見直し
令和５年度からは助成金の見直しを行い、新築住宅購入助成金、中古住宅
購入助成金、子育て支援助成金の増額を行い、それに伴い引っ越し費用、
住宅改修助成金、北部地域家財撤去助成金を廃止

66
山口大学工学部
社会建設工学科

防災出前授業 単独

　山口県教育庁が主催する「専門家
と連携した防災出前授業」に学科単
位で参画し、県内の小中学生を対象
とした防災教育に取り組んでいる。

通年
県内小中学校
（小学校３校，
中学校２校）

● － 継続

67 山口大学工学部 オープンキャンパス 単独
　高校生および保護者を対象に工学
部の概要や入試実施状況を説明する
とともに、学科展示をおこなった。

8月 宇部市 ● ● ●

工学部来場者
1112人（本人
423名，同伴者
689名）
オンライン閲覧
257件

継続 来場を基本

68

山口大学工学部附属
社会基盤マネジメン
ト
教育研究センター

メンテナンスエキスパート
養成講座

単独

　社会基盤再生分野における技術者
の深刻な人材不足の解消を目的とし
て、メンテナンスエキスパートの養
成に取り組んでいる。

9月～10月 宇部市 ● ●
産官の技術
者

50名
(申込69名）

継続 9月～10月
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（様式２）

備
考

1 山口県土木建築部 建設技能大会
建設技能を競う大会を実施し、子
どもから大人まで幅広い層へ魅力
発信。

未定 未定 ● ● ● ● ● ● ● ● 未定 やまぐち建設21の会共催

2 山口県土木建築部
若手建設業従事者との意見
交換会

若手の建設産業従事者と学生の意
見交換会を実施

通年 各学校 ● ● ● ―

3 山口県土木建築部
建設産業魅力発見ポータル
サイトの構築・運営

○学生・求職者及び建設企業・団
体のプラットフォームの場として
サイトを構築・運営。
○担い手確保・育成協議会を中心
に、業界が一元的に情報発信。
○学生や求職者の興味を引く魅力
的なコンテンツを制作し、本県建
設産業のイメージアップ及び就業
マッチング支援を加速化。

12～1月頃開
設予定

― ● ● ● ● ● ● ● ● ● ―

運営主体：山口県地域を
支える建設産業担い手確
保・育成協議会（事務
局：山口県土木建築部）

4 山口県土木建築部
企業インターンシップ広報
用冊子

インターンシップ受入企業の広報
冊子を作成

9月予定 － ● ● ● ● ● ● 学校教員 ―

令和５年度　建設産業の担い手確保・育成事業　＜新規事業＞

No. 機関・団体の名称 事業名 事業内容 実施時期 場所
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部
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の
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専
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系
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科
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央
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県
西
部

高
校
・
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専
生

（

建
設
系
学
科

以
外
）

大
学
生

保
護
者

求
職
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備
考

No. 機関・団体の名称 事業名 事業内容 実施時期 場所

県
北
部

若
手
就
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者

建
設
企
業
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般
そ
の
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小
中
学
生

高
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高
専
生
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建
設
系
学

科
）
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人数 備考
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東
部
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央
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県
西
部

高
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生

（
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科
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外
）

大
学
生

保
護
者
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職
者

5 宇部市
若者・子育て世代の誘致推
進

　県外から宇部市に転入する若
者・子育て世代に対し、賃貸住宅
への家賃の一部を一年間助成しま
す。

通年 宇部市 ● ―

6 山口労働局
人材開発支援助成金((事業
展開等リスキリング支援
コース））

事業展開等に伴い新たな分野で必
要となる知識や技能を習得させる
ための訓練を実施した場合に経費
助成、賃金助成を行う。

通年 県下全域 ●

7 山口労働局
中途採用等支援助成金(中
途採用拡大コース）

中途採用者の雇用管理制度を整備
したうえで中途採用者の採用を拡
大(➀中途採用率の拡大または②
45歳以上の中途採用率の拡大）さ
せた事業主に対して助成

通年 県下全域 ●


